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「事故危険区間」　位置図

事故ゼロプラン「事故危険区間重点解消作戦」【島根県版】
　　～国が管理する道路の事故危険区間を事故データ及び地域の声を基に50箇所抽出し，交通安全対策に取り組みます～

事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）とは？
　交通事故が多発している区間，近年重大事故が発生した区間等，危険な箇所を交通事故データや
地域の声を基に「事故危険区間」として選定し，道路利用者にも交通事故が起こりやすい危険な箇
所との認識を持って頂きながら，計画的に交通安全施策に取り組んで行くものです。

国道9号　浜田市久代町：H22事業中

国土交通省 直轄国道

A 死傷事故率
100 件/億台㎞以上区間

B 安全性の危惧
地域の声、利用者アンケート

C 死亡事故、連続事故発生区間

D
その他の視点
あんしん歩行エリア、事故危険箇所
構造不備、その他（物損多発等）

A 100

B

C

D

※死傷事故率（件/億台km)
１㎞の区間を１億台の自動車が走行した時の区間内で死傷事故が発生する割合。

A B C D
国道9号 安来市吉佐町
国道9号 安来市吉佐町八坂
国道9号 安来市安来町
国道9号 八束郡東出雲町揖屋町五反田

八束郡東出雲町揖屋町～出雲郷
国道9号 松江市西津田
国道9号 松江市玉湯町林
国道 松江市宍道町西来待
国道9号 簸川郡斐川町学頭
国道9号 簸川郡斐川町荘原町
国道9号 簸川郡斐川町荘原町中央西
国道9号 簸川郡斐川町直江町
国道9号 出雲市今市町
国道9号 出雲市今市町市役所前
国道9号 大田市朝山町朝倉
国道9号 大田市静間町
国道9号 江津市浅利町
国道9号 江津市渡津町
国道9号 江津バイパス東口交差点
国道9号 江津市江津町
国道 江津市嘉久志町
国道9号 江津市敬川町
国道9号 浜田市久代町
国道9号 浜田市国分町
国道9号 浜田市片庭町～浜田市原町
国道 浜田市原井町～浜田市熱田町
国道9号 浜田市熱田町
国道9号 浜田市熱田町～浜田市日脚町
国道9号 浜田市日脚町
国道9号 浜田市日脚町（トライアル入口）
国道9号 浜田市三隅町折居～三隅町三隅
国道9号 益田市土田町
国道9号 益田市木部町
国道9号 益田市遠田町
国道9号 益田市下本郷町
国道9号 益田市下本郷町～益田市乙吉町
国道9号 益田市栄町～益田市須子町
国道9号 益田市横田町
国道9号松江道路 八束郡東出雲町出雲郷
国道9号松江道路 松江市竹矢町
国道9号松江道路 松江市矢田町
国道9号松江道路 松江市東津田町
国道9号松江道路 松江市乃木福富町
国道9号出雲バイパス 出雲市渡橋町
国道9号浜田バイパス 浜田BP浜田IC

番
号 路線名 区間

区間の状況 通
学
路A B C D

9号

9号

9号

9号

A B C D
国道54号 飯南町下赤名
国道54号 雲南市掛合町多根
国道54号 雲南市木次町里方
国道54号 雲南市加茂町加茂中

番号 路線名 区間
区間の状況 通

学
路A B C D

A B C D
国道191号

番号 路線名 区間
区間の状況 通

学
路A B C D

益田市中島町

国道9号　浜田市国分町：H22事業中

国道9号　東出雲町揖屋町～出雲郷：H22事業中

国道9号　斐川町荘原町中央西：H22事業中

国道9号　東出雲町揖屋町五反田：H22事業中

国道9号　大田市朝山町朝倉：H22事業中

国道9号　益田市横田町：H22事業中

※番号は優先順位を示すものではありません。

通学路区間であるが歩道が連続してい
ない区間が存在し，危険な状態である。
交差点では，追突事故が多発。

右折レーンが無いため，渋滞が発生し
追突事故の危険性が高い。

急カーブ区間のため，対向車線への
はみ出し等による事故多発区間。

通学路区間であるが歩道幅員が狭く，
危険な状態である。

通学路ならびに自転車利用が多い区間
であるが歩道が無く，危険な状態である。

通学路区間であるが歩道が無く，交通
事故も多く発生している区間でもあり，
危険な状態である。

通学路区間であるが歩道が連続してい
ない区間が存在し，危険な状態である。
交差点では，追突事故が多発。



島根県下の交通事故発生状況

●事故の形態をみると，死者数は，車両相互の事故割合が最
　も高く，次いで人対車両の事故割合が高くなっています。
●負傷者数は，車両相互の事故が86％を占めています。

STEP１：県内の事故データ分析

●事故が発生した場所の道路形状をみると，
交差点・交差点付近の死傷事故が全体の半分を
占めています。

●死亡事故の発生要因としては、前方不注意が
  圧倒的に多くなっています。

【対策前】 【対策後】

●全国的に事故発生件数，死者数，負傷者数は減少傾向にあります。
●島根県では，死者数は減少していますが，近年，事故発生件数，負傷者数は横ばい傾向です。

事故危険区間の選定方法

STEP３：視点の該当項目の数などにより
事故危険区間を選定　

STEP２：区間選定の視点

●中国５県で平成20年と平成21年の交通事故死者数
　を比較すると，島根県で死者数が減少しています。

●島根県の高齢者人口の割合は，29％であり全国第１位です。　※総務省統計局より（平成21年10月）
●島根県の一世帯当たり保有車台数は，1.37台で全国第20位です。　※(財)自動車検査登録情報協会より（平成19年3月）

●近年，高齢者の交通事故が多発し，平成21年における高齢者の死者数割合は全体の73％を
　占めています。
●死亡者の年齢及び事故形態をみると，歩行中の高齢者の事故が圧倒的に多くなっています。

事故危険区間選定イメージ

島根県内直轄国道死傷事故率

マネジメントサイクル事例

国
道
９
号
東
津
田
一
区
交
差
点

交差点形状が変則的
であり，交通事故が
多発。
松江市･松江警察署･
地域住民と現地診断
を実施。

松江方面

米子方面

松江方面

米子方面

現地診断結果を参考に，次の対策を実施。
①歩行者たまりの確保
②歩道のカラー化
③横断歩道・信号の移設
④信号現示の変更
⑤車道のカラー化

歩行者たまり
を確保

車道のカラー化 横断歩道移設

車道のカラー化
歩道のカラー化

信号現示
　変更

地域住民にアンケート調査を行い，
対策への評価・意見を確認した。
車道のカラー化，歩道のカラー化
は，80％を超える方から｢満足す
るとの評価｣を得た。
しかし，その他の対策については，
半数以上の方の評価が高くなかっ
た。

頂いた地域の評価・意見を基に，
更なる追加対策の必要性を検討
し，より適切な対策を実施して
いきます。

対策実施済みの箇所についても
引き続き交通事故の発生状況を
観察し，対策の評価を行いなが
ら，追加対策の必要性を検討し
ていきます。


